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代表的なビオロゲン化合物である 1，1’-ジベンジル-4，4’-ジピリジニウム・

ジクロライド（以下ＤＢＰＣ）を含むポリビニルアルコール（ＰＶＡ）水溶液

を凍結－融解法によってゲル化させた。ＤＢＰＣは、ＰＶＡゲル中でエレクト

ロクロミズム及びフォトクロミズムを示した。ゲル化させる前の状態の含水Ｐ

ＶＡ膜中での挙動と比較すると、光照射部分だけの反応であるフォトクロミズ

ムにはほとん Ç かったが、物質移動を伴うエレクトロクロミズム変化は、ゲル

化したものの方が遅くなることが分かった。しかし、エレクトロクロミズムに

おけるしきい値には両者にほとん Ç＜、ＤＢＰＣの酸化・還元反応機構にはゲ

ル化は影響を及ぼさないと考えられる。 

 

*1材料部 


